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図表1 主要中央銀行の資産の対名目GDP比（％）

出所：加藤（2015）。
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図表２ 各国の物価安定目標

出所：黒田（2014）。
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図表3 ユーロ圏のインフレーションと欧州中央銀行のバランスシート
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図表４ 発行方法別内国債新規発行額

出所：永廣（2013）、1ページ。
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資料：「特別発行国債要目」日本銀行『日本銀行沿革史 第３集』１３巻p257～p260、
「昭和財政史」Ⅵ国債、巻末統計。日本銀行調査局「昭和七年十二月以降昭和十三年十一月

出所：佐藤（2013）、4ページ。

図表５ 日銀引受国債の売却率、シ団シェアの推移
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図表６ 日本銀行のマネタリーベース、1918-40年

出所：藤野正三郎・寺西重郎『日本金融の数量分析』東洋経済新報社 2000年
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図表7 イギリスのインフレ率、産出高、金利、1925-35年

出所：Column1 Feinstein (1972) Table 5, T.16
Column2 Feinstein (1972) Table 61, T.133
Column3 Feinstein (1972) Table 58, T.128
Column4, 5 and 6 Capie and Webber (1984)

aEnd of year figures.
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図表8 コンソル公債利回りと３ヵ月物銀行手形金利に与えた国債借換えの影響

出所：Capieet al (1986), p. 1120.
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図表9a イギリスの総政府支出と総政府債務、1901-39年

出所：Mitchell and Deane (1962), pp. 398-9
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図表9b 総政府債務とその内訳、1901-39年

出所：Mitchell and Deane (1962), pp. 398-9.
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図表9c 総政府債務、1901-39年（100万ポンド）

出所：Mitchell and Deane (1962), pp. 398-9.
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図表10a イギリスの利払い費総額とその内訳、1901-39年

出所：出所：Mitchell and Deane (1962), p. 403.
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図表10b イギリスの利払い費総額とその内訳、1901-39年

出所：出所：Mitchell and Deane (1962), p. 403.



94―　　―

証券レビュー　第55巻第４号

15

図表 10c 総政府債務と利払い費（総額と内訳）、1901-39年（100万ポンド）

出所：Mitchell and Deane (1962), pp. 398-9 and 403.
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図表11 ２種類の市場価格決定理論

(注)1980年後半の日本経済では「物価安定」と「資産価格バブル」が共存
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